雨と 洪水の 噂でした。 大抵 南の 方の ことでした。 

狐禅寺で は、 北上 川が 一 丈 六尺 増した と 誰かが 云 ひま 

した。 宮城の 品 井沼の 岸で は、 稲が もう 四日 も 泥水 を 

被って ゐる、 どうしても 今年 は あの 辺 は 半作 だら うと 

又 誰か 言って ゐ ました。 

ところが 私のう しろの 席で、 突然 太い 強い 声が しま 

した。 

「1 卞石、 橋 場 間、 まるで 滅茶苦茶 だ。 レ— ルが四 間 も 

突き出されて ゐる。 枕木 も 何も でこぼこ だ。 十日 や 十 

ちょっと むつ し 

五日で あ、 一 寸六ケ 敷い な。」 

はは あ、 あの 化物 丁 場 だな、 私 は 思 ひながら、 急い 



て、 思 はず、 こいつ は ひどい、 と、 つぶやきました。 

雲が 下の 方と 上の 方と、 すっかり 反対に 矢の やうに 馳 

せちが つ てゐ たのです。 

「また 嵐になります よ。 風が まったく 変です。」 私 は 

工夫に 云 ひました。 

ちょ つ と 

その 人 も 一 寸 立って 窓から 顔 を 出して それから、 

「まだまだ 降ります、 今日は 一寸 あらしの 日曜と いふ 

訳 だ。」 と、 つぶやく やうに 云 ひながら、 又 席に 戻り ま 

した。 電信柱の 瀬戸の 碍，" 子が、 きらつ と 光ったり、 青 

やなぎ 

く 葉 を ゆすりながら 楊が だんだん めぐったり、 汽車 

くろ さは じリ 

は 丁度 黒 沢 尻の 町 を はなれて、 まっすぐに 西の方へ 走 



りました。 

「で その 崩れた 砂利 を、 あなた も 積み直し たのです 

ゝ _ 

力 」 

「さう です。」 その 人 は 笑 ひました。 たしかに この 人 

は 化物 丁 場 の 話 をす るの が 厭ぢ やない の だと 私 は 思 ひ 

ました。 

「それが、 又、 崩れた のです か。」 私 は 尋ねました。 

「崩れた のです。 それ も 百 人からの 人夫で、 八日 

か、 つて やった やつです。 積み直しと いっても 大部分 

は I 卞 石の 河原から、 トロで 運ん だんです。 前に 崩れ 

た 分 も そっくり 使って。 だからず うつと 抑が ひろがつ 



ていかに も 丈夫 さう になつ たんです。」 

「中々 容易 ぢゃ なかつ たんで せう。」 

「え、、 とても。 鉄道 院 から 進行 検査が あるので 請負 

の 方の 技師の あせり 様ったら ありま せんや、 従って 監 

督は 厳しく 急ぎます しね、 毎日 天気で カラ ッ として 

却って 風 は 冷たい し、 朝な ど は 霜が 雪の やうでした。 

そこ を 砂利 を、 掘って は、 掘って は、 積んで は、 トロ 

を 押した もんです。」 

私 は、 あのす きと ほった、 つめたい 十一月の 空気の 

底で、 栗の 木 や 樺の 木 もす つかり 黄い ろに なり、 四方 

の 山に はまつ 白に 雪が 光り、 I 卞石 川が まるで 青ガラ 



分から だ を 起して ほかの ものの 顔ば かり 見て ゐ たんで 

す。 すると 俄かに 監督が 戸をガ タツと あけて 走って 

入って 来ました。 

『起きろ、 みんな 起きろ、 今日のと こ 崩れた ぞ。 早く 

起きろ、 みんな 行って 呉れ。』 つて 云 ふんです。 誰も 不 

承 不承 起きました。 まだ 眼 を さまさな いもの は 監督が 

起して 歩い たんです。 なんだ、 崩れた、 崩れた 処へ夜 

中に 行った つて 何ぢ よす るん 〔# 「ん」 は 小 書き U だ、 

なんて 唾くて 腹立ち まぎれに 云 ふ もの も ありまし たが、 

大抵 はみ な 顔色 を 変へ て、 うす 暗い ランプの あかりで 

仕度 をした のです。 間もなく、 私たち は、 アセチレン 



その 工夫の 人 は 立ち あがって 窓から 顔 を 出し手 を か 

ざして 行 手の 線路 を じっと見て ゐ ましたが、 俄かに 下 

の 方へ 「よう、」 と 叫んで、 挙手の 礼 をし ました。 私 も ■ 

窓から 顔 を 出して 見ましたら、 一 人の 工夫が シャベル 

つ *5 

を 両手で 杖に して、 線路に まっすぐに 立ち、 笑って こつ 

ち を 見て ゐ ました。 それ もずん ずん うしろの 方へ 遠く 

くりこま 

なって しま ひ、 向 ふに は 栗 駒 山が 青く 光って、 カラ ッ 

とした そらに 立って ゐ ました。 私たち は 又 腰掛け まし 

た。 

「今度の 積み直し も 又 八日 も か、 つたんで すか。」 私 

は 尋ねました。 



ら、 大して 淋しい ことはありませんでした。 それに 五 

日の 月 も ありまし たしね。 た、 V 寒い のに は 閉口し まし 

たよ。 それでも 夜中に なって 月 も 沈み 話が とぎれる と 

しいんとな るんで すね、 遠くで 川が ざ あと 流れる 音ば 

かり、 俄に 気味が 悪くなる こと も ありました。 それで 

もた うとう 朝まで なんにも 起ら なかつ たんです。 次の 

晚も 外の 組が 十五 人ば かリ番 しました が やっぱり 何も 

ありませんでした。 そこで 工事 はだん だん 延びて 行つ 

ち つと 

て、 尤も そこ を やって ゐる うちに 向 ふの 別の 丁 場で 

は 別の 組が どんどん やって ゐ ました からね、 レ ー ルだ 

け は 敷かなくても まあ 敷地 だけ は 橋 場に 届い たんです。 



しづくい し も リをか 

I 卞石 から 盛 岡 を かか つ て 帰って 行った あとでし たし、 

第 一 これから 仕事な かばで いつ 深い 雪が やって来 るか 

わからな かったん ですから 何だか 仕事す るっても 張り 

がありません や。 それでも 云 ひつ けられた 通リ 私たち 

は みんな、 さう、 みんなで 五十人 も 居た でせ うか、 あ 

ち こちの 丁 場から 集めたん です。 崩れた 処を 掘り起す、 

それから トロで 河原へ も 行き ましたが 次の 日な ど は 砂 

つ る はし 

利が 凍っても う 鶴嘴が 立た な いんです。 いくら 賃銀 は 

貰った つて、 こんな あてのない 仕事 は 厭 だ、 今年 はも 

うだめ なんだ、 来年 神官で も 呼んで、 よくお 祭 をして 

から、 コンク リ ー で 底から やり直せと、 まあ 私たち は 
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